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目的
事前に行ったアンケートによりピーマンのヘ
タや種を食べれることを知っていて食べない
人が多いことがわかりヘタや種の廃棄量をへ
らしたいとおもった。
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方法
実際にピーマンを生産販売している農家さん
に電話でピーマンについての質問をする。
ピーマンの販売を行っているスーパーに電
話をかけ売れ残りに対する質問をする。

結果２
電話でスーパーにピーマンの売れ残り、ま
た、その売れ残りをどうするのか伺った。
まずバックヤードの売れ残りは０。しか
し、お客さんに出してる売れ残りはもちろ
んあるが、そういった売れ残りは食品ロス
にならないように翌日出している。
廃棄量は０　一日の売れ残りは２万円

結果１　
実際に行ったアンケート結果からヘタや種
を食べない人たちの理由として、虫や農薬
が付いていそうというものでした。
農家の人に聞いたところ、農薬は指定され
たものしか使っておらず水洗いすれば完全
に落ちるものでした。虫については防虫
ネットを使って、殺虫剤も指定されたもの
を使用しているとのこと。農家の方の話に
よると農家の６割ぐらいは農業協会に出荷
していて、そこから県内や県外に出荷して
いて県内より県外のほうが出荷量が多いこ
とがわかった。出荷に至らなかったピーマ
ンはひとにあげるか、それでもだめなもの
は捨てる

結論
宮崎県で生産されているピーマンのほと
んどが県外へ出荷されており、また近く
のスーパーでの廃棄量はゼロであること
がわかった。その一方で、虫の心配や農
作物に使っている農薬などは指定されて
いるものを使っているため安全性が高い
ということがわかった。それによってヘ
タや種をおいしく食べることでピーマン
の廃棄量を減らすことができ、地産地消
にもつながる。

考察
ピーマンの種やヘタには虫はついておらず
農薬も安全なものを使っており水洗いで安
全に食べることができ、体にも悪影響はな
いことがわかった。出荷量についても県内
より県外のほうが出荷が多いことがわかり
出荷に至らなかったピーマンについては人
にあげるかそれでもだめなものは捨て数的
には殆どないことがわかった。

📌ピーマンの廃棄量をゼロにする
　生産量が国内１位の宮崎県は、生産量に比べて県内での消費量が少ないという現状を確か
め、県内で消費しているピーマンの廃棄量を減らすことを目的とし、ピーマンの種やへたへの
信憑性を高めることで捨てなくても美味しく食べられることを広めれば、廃棄率をゼロにして
いくことができまた地産地消にもつながる


